
ほほえみ 平成23年6月15日

【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

スタッフ間でどこまで出
来るのか話し合い、文章
化しそれに基づいて家族
との話し合いを持ち、成
文化する。

３ヶ月

運営推進会議などで協力
を呼びかけ、地域ぐるみ
で訓練を重ねる。ホーム
側でも常備品の確保。

上司との話し合い、給食
費の検討、１日一回は
（昼）同じものを食べる
様にしたい。

１ヶ月

３ヶ月

目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における
問題点、課題

優
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ホーム周辺の地域の方の
協力、災害、地震、火災
と訓練の回数、常備品の
確保

職員の弁当は、不自然。
家族がバラバラの食事は
どうか。

地域に方と連携を強くし
訓練の回数を増やす。

家族が一緒に同じものを
食べる喜び、楽しみを感
じる。

重度化、終末期に向け
ホームの方針、本人の意
思、家族の希望、協力確
認をきちんとした形で示
していない。

入居者、家族、スタッフ
の三者が安心し最後迄共
に迎えられる

認知症高齢者グループホームほほえみ

作成日　 平成２２年８月５日

一万人市民委員会宮城


